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特別奨学金制度について 

 

   学校法人日本医科大学では、本学付属の病院に就職を希望する看護学生で、人物・学業ともに優

れ、かつ経済的に就学が困難な方に対し、学資を貸与することにより、就学および看護師等の養成に

寄与することを目的としています。 

制度の概要
 

この奨学金制度は、看護師等養成学校を卒業または修了し、資格取得後直ちに本学付属の病院

に採用された場合、毎月の給与から貸与された奨学金を控除することにより返還していきます。 

 

対象者 

保健師、助産師及び看護師の養成学校等に入学見込みの方及び在学する方、または大学院修士

課程で看護に関する専門知識を修得しようとしている方で卒業または修了後に本学付属の病院にお

いて看護職員（看護師、助産師）として勤務する方を対象としています。 

   

貸与額 

貸与額は、採用された学年から卒業までの年数に応じて分割貸与されます。 

 

      

年数

５年 1,800,000 円 60 ヵ月

４年 1,440,000 円 48 ヵ月

３年 1,080,000 円 36 ヵ月

２年 720,000 円 24 ヵ月

１年 360,000 円 12 ヵ月

返還期間 （月数）貸与総額  （円）

 

 

奨学金の振込み 

初回貸与は奨学生として採用された月の翌月、以降の貸与は毎年４月に銀行振込依頼書に指定さ

れた口座に振込まれます。なお、入学見込みの方は、入学後貸与を開始することとなります。 

 

 

 

 



 

 

  

    奨学生が、次の事項に該当した場合は、貸与額の全額を即時返還していただきます。 

  (1) 本法人の職員採用試験又は国家試験に不合格となった場合 

  (2) 本法人への就職を辞退した場合 

  (3) 学校法人日本医科大学特別奨学生規程第９条に該当した場合 

また、看護職員として勤務後は、毎月３万円を給与から控除いたします。返還終了前に退職するとき

は、残額を退職日までに即時返還していただきます。 

 

 

 

奨学金制度の利用を希望される方は、「書類提出・問合せ先」の人事部人事課までご応募ください。 

 応募書類受付後、書類選考通過者に第二次選考の案内を送付いたします。なお、応募書類の返却は

いたしません。 

 

（1） 学校法人日本医科大学特別奨学生願書 （指定様式）

（2） 連帯保証付誓約書 （指定様式）

（3） 連帯保証人の印鑑登録証明書

（4） 連帯保証人の前年の源泉徴収票、確定申告書（写）等、収入が分かる書類

（5） 特別奨学金銀行振込依頼書 （指定様式）

（6） 入学許可書（写）又は在学証明書

（7） 現在得られる成績証明書

応募書類

本学の奨学生選考基準により、人物・健康状態・学力等を総合的に評価し、合否を決定いたします。

　〒113-8602　東京都文京区千駄木1丁目1番5号　　学校法人日本医科大学　人事部人事課

　    　　　　 0120-212-816　（平日 8:30 ～ 17:00）

書類提出
問合せ先

第二次選考 ： 適性検査・面接

第一次選考 ： 書類選考

選考方法

合格者には、貸与額・振込予定日等を明記した「採用決定通知書」を交付し、併せて「奨学金貸借契約書」の
取り交わしを行います。

 

返還について

応募方法



　１  ・　２  ・　３

 ﾌﾘｶﾞﾅ

年 月 日 （満　　　　　　歳）

 ﾌﾘｶﾞﾅ メールアドレス

 電話番号

〒 -

 ※ 携帯・自宅・寮・他(　　　　)

家族電話番号

〒 -

自己ＰＲとなる事項等、自由に記入してください。

奨学金を希望するに至った家庭事情等説明を要することを記入してください。

貸
与
願
出
理
由

趣
味
・
特
技
等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中 学 校 卒 業
願
　
出
　
人
　
履
　
歴
 
（

 
学
歴
・
職
歴
 
）

元　号 年 月 事　　　　　　　　　　　項

家　　族
住　　所

 ﾌﾘｶﾞﾅ

（ ）

（ ）

生年月日
昭和
・
平成

学 校 名
＠

願
　
出
　
人

氏　　名

性 別

 男  ・  女

住　　所

 ﾌﾘｶﾞﾅ

※希望する試験回に○を付記すること

学校法人日本医科大学特別奨学生願書

　　　　　年　　　月　　　日 現在

選考試験 第 回 の特別奨学生選考試験の受験を希望いたします。

写真裏面に氏名を

記入し､点線内に

貼付すること。o

大きさは4cm×3cm



 電話番号

〒 -

 ※ 携帯・自宅・他(　　　　　　)

 電話番号

〒 -

上記のとおり相違ありません。

貴学の特別奨学生として採用いただきたく、連帯保証人連署の上、申請いたします。

学校法人日本医科大学　理事長　殿

印

印

※連帯保証人の自署、押印は実印使用のこと。

願 出 人 氏 名

連 帯 保 証 人 氏 名

年 月 日

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

年　齢
収入
有無

職　　　　　業

生
計
を
同
じ
く
す
る
家
族

続　柄 氏　　　　　名

有・無

　　　　　　　　　　　　円 有・無

返還義務
有無

　　　　　　　　　　　　円 有・無

　　　　　　　　　　　　円

（ ）

現
在
貸
与
中
の
奨
学
金

都 道 府 県 ・ そ の 他 医 療 機 関 等 名 貸　与　総　額

（ ）

勤務先名

 ﾌﾘｶﾞﾅ

職　業

勤 務 先
住　　所

住　　所

 ﾌﾘｶﾞﾅ

 ﾌﾘｶﾞﾅ

連
　
帯
　
保
　
証
　
人

氏　　名

 ﾌﾘｶﾞﾅ 性 別

続　柄

 男 ・ 女



連帯保証付誓約書          

 

  年  月  日 

 

学校法人日本医科大学 

理  事  長  殿 

 

 このたび、学校法人日本医科大学特別奨学生として採用され、奨学金の貸与を受けるにあたり、

奨学生としての責務を果たすことはもとより、奨学金返還その他の義務についても学校法人日本医

科大学特別奨学生規程に従うことを誓約いたします。 

 万一、規程に違反した場合は、所定の処置をとられても異議は申しません。 

 

 

願 出 人 氏 名               印 

 

 

 上記の者が、貸与を受ける奨学金については願出人と連帯して債務を負担いたします。 

 

 

連帯保証人 氏 名               印 

 

 

 

 

円
奨学金貸与申込総額

※1　連帯保証人の自著、押印は実印使用のこと。

※2　連帯保証人の印鑑証明書を添付すること。



特別奨学金銀行振込依頼書              

 

  年  月  日 

 

学校法人日本医科大学 

理  事  長  殿 

 

 

願 出 人 氏 名               印 

 

 

                

 

 このたび、学校法人日本医科大学特別奨学生を希望し願書を提出いたしましたが、採用の場合

は、下記口座に奨学金を振込みいただきますようお願いいたします。 

 

 

（ﾌﾘｶﾞﾅ） （ﾌﾘｶﾞﾅ）

銀行

信用金庫 支店

（左詰め） （ﾌﾘｶﾞﾅ）

※　願出人名義の口座に限ります。

銀
 
行
 
名

支
 
店
 
名

預
金
種
目

普
通
預

金

口
座
名
義

口
座
番
号

 

 



学校法人日本医科大学特別奨学生規程 

 

（目的） 

第 1条 この規程は、学校法人日本医科大学(以下「本法人」という。)が、本法人の設置する付

属の病院に優秀な看護職員を採用するため、日本医科大学看護専門学校の看護学生以外の者に

貸与する奨学金に関する必要な事項を定めることを目的とする。 

 （奨学生） 

第 2条 この規程により本法人から奨学金の貸与を受ける者を学校法人日本医科大学特別奨学生

(以下「奨学生」という。)という。 

2 奨学生になることができる者は、保健師助産師看護師学校養成所指定規則第 2条、第 3条若し

くは第 4条の規定により指定を受けた学校若しくは養成所又は大学院看護学専攻に在学する者

とする。 

3 奨学生の募集は、原則として毎年度上半期に行う。 

4 前項の奨学生の定員は、毎年度奨学金予算の範囲で別に定める。 

 （応募書類） 

第 3条 奨学生に応募する者は、次の書類を提出しなければならない。 

(1) 学校法人日本医科大学特別奨学生願書（指定様式） 

(2) 健康診断書 

(3) 連帯保証付誓約書（指定様式） 

(4) 連帯保証人の印鑑登録証明書 

(5) 連帯保証人の前年の源泉徴収票、確定申告書（写）等、収入が分かる書 類 

(6) 特別奨学金銀行振込依頼書（指定様式） 

(7) 入学許可書(写)又は在学証明書 

(8) 現在得られる成績証明書 

2 前項第 3号の連帯保証人は、独立の生計を営む者であって、原則として親権者又はこれに代わ

る者とする。 

3 奨学生は、第 1項第 1号、第 3号及び第 6号の提出書類の内容に異動を生じた場合は、速や

かに届け出なければならない。 

 （奨学生の決定） 



第 4条 奨学生は、前条の応募者の中から、人事部及び看護部が面接して心身ともに健全で成績

優秀な者を選考し、理事長が決定する。 

 （奨学金の貸与） 

第 5条 奨学金の貸与額は、月額 30,000円とする。 

2 奨学金は、奨学生に採用された学年の４月から卒業する月までの間、貸与する。 

3 奨学金は、毎年４月又は奨学生として採用された翌月に１年分（360,000円）を指定口座に振

込み支払う。 

 （奨学金の返還） 

第 6条 奨学生は、本法人から奨学金の貸与が終了した後、貸与された奨学金の全額を次条又は

第８条に定めるところにより返還しなければならない。 

2 奨学金は、無利息とする。 

 （奨学金の分割返還） 

第 7条 奨学生は、本法人の職員に採用された場合、毎月の給与から 30,000円を控除することに

より奨学金を返還するものとする。ただし、申請により分割返還額を変更することができる。 

 （奨学金の一括返還） 

第 8条 奨学生は、次の各号のいずれかに該当する場合には、原則として貸与を受けた奨学金又

は未返還の奨学金の全額を一括返還しなければならない。 

(1) 奨学生が本法人の職員採用試験に不合格の場合 

(2) 奨学生が本法人へ就職しない場合  

(3) 奨学生が国家試験に不合格の場合  

(4) 奨学生が本法人の職員に採用された後、貸与された奨学金の全額を返還する前に退職した 

場合 

(5) 奨学生が第 9条第１項の規定により奨学生資格を取り消された場合 

2 前項の一括返還の期限は次のとおりとする。 

 (1) 前項第１号の場合  職員採用試験に不合格となった年度の末日（3月 31日） 

 (2) 前項第 2号の場合  就職辞退の届出をした年度の末日（3月 31日） 

 (3) 前項第 3号の場合  国家試験に不合格となった年度の末日（3月 31日） 

    ただし、当該奨学生が次回の国家試験合格後に本法人へ就職するこ 

との意思表示をした場合は、１年間に限り返還を猶予することがで 

き、採用後は第７条により奨学金を返還する。 



 (4) 前項第 4号の場合  退職する日 

 (5) 前項第 5号の場合  奨学生の資格が取り消された月の翌月の末日 

 （奨学生資格の取消し） 

第 9条 奨学生が次の各号の一に該当すると認められたときは、原則として奨学生の資格を取消

すものとする。 

(1) 退学したとき。 

(2) 負傷・疾病等のため、卒業見込みがないとき。 

(3) 長期欠席、休学又は留年したとき。  

(4) 学業成績又は性行が不良となったとき。 

(5) 学校法人日本医科大学特別奨学生願書及び連帯保証付誓約書に虚偽の記入が判明したと 

き。 

(6) 死亡したとき。 

(7) 奨学生の辞退を申し出たとき。 

(8) その他奨学生としての責務を怠り、奨学生として適当でないとき。 

2 奨学生及び連帯保証人は、奨学生が前項第１号、第 2号、第 3号、第 6号及び第 7号の事由

に該当した場合、当該事由を届けなければならない。 

3 第 1項の取消しは、人事部看護課会議の審議を経て、理事長が決定する。 

 （奨学金返還の特例） 

第 10条 前条第１項第 6号又は第７条の分割返還中に職員死亡の場合、連帯保証人の申請により

奨学金の返還を免除することができる。 

 （事務の処理） 

第 11条 この規程に関する事務は、人事部人事課が行う。 

 （改廃） 

第 12条 この規程の改廃は、理事長を経て、理事会の議決を必要とする。 

 

付 則 

1 この規程は、昭和 45年 4月 1日より施行する。 

2 この規程は一部改訂し、昭和 46年 4月 1日より施行する。 

3 この規程は一部改訂し、昭和 47年 4月 1日より施行する。 

4 この規程は一部改訂し、昭和 50年 4月 1日より施行する。 



5 この規程は一部改訂し、昭和 60年 4月 1日より施行する。 

(経過措置) 

6 この規程の施行前に、学校又は養成所に在学する者については、この規程による改訂後の第 5

条第 1項第 1号及び第 2号の規定は適用しない。従って、第 5条第 1項第 1号に該当する者に

ついては、従前の貸与総額 720,000円を以ってこれを行ない、同項第 2号に該当する者につい

ては、432,000円を以ってこれを行なう。 

附 則 

この規程は、平成 4年 8月 1日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 6年 4月 1日から施行する。 

  附 則 

この規程は、平成 14年 3月 1日より施行する。 

  附 則 

この規程は、平成 14年 4月 1日から施行する。 

附 則 

1 この規程は、平成 25年 7月 1日から施行し、平成 25年 4月 1日から適用する。 

(経過措置) 

2 平成 14年 4月 1日一部改正施行された学校法人日本医科大学特別奨学生規程による奨学金を

貸与された者については、従前の規程を適用する。 

   附 則 

1 この規程は、平成 31年 4月 1日から施行する。 

2 この規程の改正前の規程により奨学生になった者については、なお従前の例による。 

 

 

 

 

 

 

 

 




